
７ 本時の展開（５／８時間）

（１）本時の目標

◎ アドバイスや映像、友達の動きを手がかりに、よりよい動きを考え、自分の動きに取り入れる

ことができる。（思考）

◎ 友達と仲よく練習や発表をしたり、場の安全に気を付けたりすることができる。（態度）

◎ 題材の特徴を捉え、表したい感じを中心に動きを誇張したり、変化を付けたりして、メリハリ

のあるひと流れの動きで即興的に踊ることができる。（技能）

（２）準備物

ＣＤデッキ（４） タブレットＰＣ（４） スクリーン プロジェクター 移動黒板

掲示物各種 リズム太鼓 学習カード

（３）研究の視点

仲間と関わりながら、進んで表現運動に取り組むための学習過程の工夫

（４）展開

学習活動 ○指導上の留意点 ◎評価

１ あいさつ・準備体操（体ほぐ ○ Ｕ・Ｈ・Ｄを行い、ウォーミングアップを行う。

し） ・ 柔軟運動、リズムダンスのスキルアップ

導 ２ 心身をリラックスさせる表現 ○ イメージカルタ（海をテーマにしたもの）を活用し、表現運

入 運動を行う。（心ほぐし） 動を行う。

10 ・ 海の生き物、オノマトペなど、表現につながるような動き

分 を取り入れる。

３ 本時のねらいを確認する。

アドバイスを生かして、友達と関わりながら「漁」の動きや構成を工夫しよう。

４ テーマイメージを確認する。 ○ 各校から送られてきた動画（テーマイメージ「漁」）を視聴

し、動きのつながりを意識させる。

５ プレ発表会をしよう。（１班） ○ タブレットＰＣを使って、各グループの動きを撮影し、話合

（１） グループの発表を鑑賞し、 いの材料にする。

よりよい動きについて考える。 ４つのくずし（変化のポイント）
（個 → グループ） 空 間 方向を変えて 場所を変えて 高さを変えて

身 体 ねじる 回る 跳ぶ ふせる

リズム 素早く ゆっくり 急に止まる

つながり くっつく 離れる 絡む（かかわり方）

展 （２） 意見交流をする。 ○ グループの発表後、４つのくずしを基にして、赤（よいとこ

開 （全体） ろ、まねしてみたい動きなど）と青（アドバイス）の付箋を使っ

30 て自分の考えを書き、進んで話合いに参加できるようにする。

分

６ グループで練習する。 ○ ４つのくずしや自分たちが考えた「はじめ～おわり」の流れ

・ 学習活動５の話合いを生か をグループ練習の場に掲示し、練習のポイントを明確にして取

し、互いに動きを見合ったり、 り組むことができるようにする。

自分やグループの動きを確認 ○ タブレットＰＣを使って、自分たちの動きを視覚的、客観的

したりしながら練習する。 に確認し、課題を見付け、修正できるようにする。

○ 話合いの時間が長くなり過ぎないように声をかける。

◎ 今までのアドバイスや映像、友達の動きを手がかりに、より

よい動きを考え、自己の動きに取り入れている。（思考）

◎ 「漁」の特徴を捉え、メリハリのあるひと流れの動きで即興

的に踊ることができる。（技能）

ま

と ７ 本時の活動を振り返り、次時 ○ 全体で感想を交流し、発表会への意欲を喚起する。

め の学習への見通しをもつ。 ○ 次時の学習で、どのようなことに気を付けて取り組むかを確

５ 認する。

分


